
吹上小学校の環境教育
【新井田川水系を活用した環境教育の取り組み】

新井田川は，本校学区の近くにあり，児童の中には休日などに新井田川を利用する子がいる

など，子どもたちにとって身近な場所である。

そこで，本校では，５学年の総合的な学習で新井田川を活用した学習を行っている。

１．クリーン作戦および水質調査（６月）
５学年の総合的な学習の柱として，新井田川に戻ってきたサケの採卵体験をし，稚魚を育てる

という学習活動がある。新井田側の水質調査は、ここ２～３年は行っていないが、新井田川沿道

のごみ拾いは行っている。この活動を通して，サケのふるさとであり，自分たちにとって身近な川

である新井田川をきれいにしていこうとする態度が身についき、精神も受け継がれている。

２．ＥＭ菌学習（１０月ごろ）
１８年度は，微生物の力で環境をきれいにするというＥＭ菌についての学習を行い，ＥＭ菌だん

ごをつくった。そして，サケにとって新井田川がすみよい場所になるようにとＥＭ菌だんごを投入し

た。

３．サケの採卵体験（１１月ごろ）
新井田川にあるサケの孵化場へ出かけ，サケの採卵体験を行う。とった卵は学校へ持ち帰り，

稚魚に成長するまで育てる。また，次年度の春には成長した稚魚を新井田川へ放流する。これ

は現在も継続して行われており、今年も 11 月にサケの採卵体験を行った。この学習活動は 5 年

生に受け継がれており、生命を尊重する気持ちと，新井田川への愛着心がますます育っている。


